
○衛星４機（ 2･3･4号機及び1号機後継機）の開発・整備・運用を
行います。

○国際周波数調整、衛星と地上の両システム間連携、受信機の標
準化等を行います。

○地上システムの整備・運用は、民間資金を活用したＰＦＩ事業
で行います。

○測位衛星の補完機能(測位可能時間の拡大）、測位の精度や信頼性
を向上させる補強機能やメッセージ機能等を有する実用準天頂衛星
システム※を開発・整備及び運用します。

○開発・整備・運用に伴い、①準天頂衛星システムの運用に必要な周
波数の獲得に向けた衛星運用国との周波数調整、②全体の事業管理
に係る技術的アドバイザリー業務、③利用促進に係るアドバイザ
リー業務等の実施を行います。

 「実用準天頂衛星システム事業の推進の基本的な考え方」（平成23年9月30日閣議
決定）において、
①実用準天頂衛星システムの整備に可及的速やかに取り組む
②2010年代後半を目途にまずは４機体制を整備し、将来的には持続測位が可能と
なる７機体制を目指す

③実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用は、準天頂衛星初号機「みちび
き」の成果を活用しつつ、内閣府が実施することとされています

 宇宙基本計画（平成２８年４月１日閣議決定）において、
準天頂衛星初号機「みちびき」の設計寿命が到来する平成３２年度以降も確実に
４機体制を維持すべく、平成２７年度からみちびき後継機の検討に着手する

実実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用（内閣府 宇宙開発戦略推進事務局）
平成２９年度概算決定額 1４８.6億円（平成28年度予算額１４１.８億円）（①＋ ② ）

①実用準天頂衛星製作等経費 平成27年度、3国・平成28年度、5国／ 平成2９年度概算決定額（歳出化）
10.0億円（13.0億円）・64.0億円（84.6億円）

②実用準天頂衛星打上げ経費 平成2５年度、５国／ 平成2９年度概算決定額（歳出化） 74,6億円（ ３０.７億円）

○測位衛星 補完機能

事業概要・目的

○衛星４機（ 2 3 4号機及び1号

事業イメージ・具体例

○産業の国際競争力強化
○産業・生活・行政の高度化・効率化
○アジア太平洋地域への貢献と我が国プレゼンスの向上
○日米協力の強化
○災害対応能力の向上等広義の安全保障

○産業の国際競争力

期待される効果
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準天頂衛星（2･3･4号機）製作等経費 委託費 三菱電機等

資金の流れ

三菱重工準天頂衛星（2･3･4号機）打上げ経費 委託費

三菱電機等
準天頂衛星（1号機後継機）製作等経費 委託費
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